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ここでJ(T)は取引周期Tを持つトレーダーの分布関数である｡幕乗則が導出されるには正規
分布である必要はない｡資産規模にスケールする分布なら幕乗則が導出される[2]｡図2に示
したように拡張閥値モデルでは平均､標準偏差､高次モーメントが 入=0.07でスケールして
いる｡このスケーリングは図1の指数 1.4-7/人と無矛盾である.
superstatisticsの見方では､階層形成が重要であって､エルゴード性を持たないことが特徴
となる｡この点が従来の企業や個人の個性や特性を完全に無視した平均場の見方と大きく違っ
ている点である｡しかしながら経済系においては個人や企業の持つ能力は環境とともに時間
変化していく｡長い時間スケールで見れば平均場の力学に帰着することが期待される｡
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